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１．開催日時 

2024 年 9 月 29 日～10 月 3 日 

 

２．開催場所 

ギリシャ、クレタ島、ヘルソニソス 

 

３．国際会議報告 

COLA (International Conference on Laser Ablation) は、

1991 年に初めて開催され、レーザーアブレーションを用

いる全ての研究項目を対象とした会議である。この会議は

2 年おきに開催され、レーザーアブレーションを含めたレ

ーザープロセスのターゲット材料やプロセス制御は非常

に広範で、世界中から多くの研究者が参加する。議論を通

じて新たなアイデアを模索する場となる。 

今回、第 17 回目の COLA がギリシャで開催された。200

名を超える参加者が集まり、3 件の基調講演、7 件の招待

講演、15 件の口頭発表セッション、3 件のポスターセッシ

ョンが行われた（写真 1）。基調講演では、Carlo Liberale 

氏が「結晶ファイバー上の 3D プリント導波路」1）を、

Hidetoshi Katori 氏が「輸送可能な光格子時計の製作」
2)を、Vassilis Ntziachristos 氏が「新しい光学および

光音響イメージング」3）を発表した。 

写真 1：会議の議長が今回の成果を発表する。 

 

私は会議のトピックス「レーザー3D プロセス」に参加

し、純タンパク質前駆体を用いた自由形状の 3D プリント

技術に関する最新の研究成果を報告した。この発表では、

タンパク質材料の 3D プリンティングへの応用と、その高

度な材料加工における大きな可能性について紹介した。ま

た、本会議はネットワーキングの場としても大変有意義だ

った。参加者の約 14％が日本からの参加で、日本のレー 

写真 2：会議場での昼食中に撮影された集合写真。赤い矢

印が報告者を示す。 

 

ザー研究コミュニティが中心となっていたが、今回はギリ

シャ開催ということもあり、約 60％の参加者がヨーロッ

パから集まった。私は最近、スペインとフランスで開催さ

れた他のレーザー関連会議にも出席していたため、多くの

ヨーロッパの研究者との関係を強化することができた。こ

れにより、将来の共同研究において大きなメリットが得ら

れると考えている（写真 2）。 
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